
受託団体名　　　　　　聖徳大学　　　　　　　　　　

１．　事業名称

２．　事業の目的

３．　事業内容の概要

【概要】
回数 開講日時 時間数 場所

1
平成25年5月16日
15：30～18：30

3時間
聖徳大学北村
研究室

2
平成25年5月23日
15：30～18：30

3時間
聖徳大学７号
館会議室

委託事業実施内容報告書
平成２５年度「生活者としての外国人」のための日本語教育事業

【地域日本語教育実践プログラム（Ａ）】

１．今年度の委託事業確認
２．役割分担など
３．その他

１．今年度の委託事業確認
①名称：生活者支援になり
得る日本語授業を具体的に
デザインするための研修事
業
②教室運営1学期のカリ
キュラムと態勢
③教員養成講座の受講者
数などの確認
④教材作成の予定
２．役割分担
教員養成講座および教室
活動における担当確認（記
録、報告など）
３．その他
①質問や意見交換

検討内容議題出席者

１．運営委員自己紹介
２．委託事業の実績報告
平成20年度～平成24年度
の報告
３．今年度の委託事業説明
①事業の名称、目的、概要
②日本語教室運営（松戸市
において「生活行動を実現
するための日本語教室」）
③教員養成講座（Can-do型
授業への推進に基づく教室
運営と指導者へのアピール
方法を検討する研修授業）
④教材作成（Can-do型授業
を導き、その効果を確認す
る教材の作成）
４．その他

１．委員の紹介
２．委託事業の実績報告
３．今年度の委託事業説明
４． その他

林   　史典
北村　弘明
齋藤　克人
真鍋　昌子
西澤　清江
油野　英子
多田　升美
坂上　久仁子
遠藤　尚子
藤沢明美（コー
ディネーター）

北村　弘明
齋藤　克人
真鍋　昌子
西澤　清江
油野　英子
多田　升美
坂上　久仁子
遠藤　尚子
藤沢明美（コー
ディネーター）

４．　運営委員会の開催について

生活者支援になり得る日本語授業を具体的にデザインするための研修事業

① 外国人の生活行動の支援となるCan-do型授業の具体的な展開の仕方を研修する。
② 日本語ボランティア組織に、“生活支援となり得る日本語指導”という観点が無理なく受け入れら
れる施策を検討する。

   平成24年度に本学が実施した文化庁委託事業「振り返り評価を重視したCan-do型学習の施行
事業」では、従来の形式的文型指導から真に「外国人の生活支援となり得る日本語教育」に転換し
ていくため、ポートフォリオ(特に振り返りシート)による評価を通じて、指導の効果を正しく把握する
ことで、フィードバックを促す発想を取り入れた指導方法を研修した。
　平成25年度では、この成果を踏まえつつ、①Can-do型授業のより具体的展開法を検討しつつ、
②その理念をどのようにしたら日本語ボランティアの組織全体に受け入れてもらえるか、その方策
を研修する。「外国人の生活支援たり得る日本語指導」という理念が威圧的に押し付けられるとい
う形をとるのではなく、「日本語指導をおこなう目的」と「現状の日本語指導の問題点を正しく捉える
視点」から、実感を伴った効果的な日本語教育に携われる方法、留意点などについて検討した。
　平成24年度に引き続き、松戸市国際交流協会日本語教室と連携してCan-do型日本語教室を設
置した。



3
平成25年6月15日
16：30～19：30

3時間
聖徳大学10号
館5階教室

4
平成25年7月20日
16：30～19：30

3時間
聖徳大学10号
館5階教室

5
平成25年8月5日
15：00～18：00

3時間
聖徳大学北村
研究室

北村　弘明
齋藤　克人
真鍋　昌子
西澤　清江
油野　英子
多田　升美
坂上　久仁子
遠藤　尚子
藤沢　明美（コー
ディネーター）

北村　弘明
齋藤　克人
真鍋　昌子
西澤　清江
油野　英子
多田　升美
坂上　久仁子
遠藤　尚子
藤沢　明美（コー
ディネーター）

１．講座の途中経過状況確認
２．教室活動の状況確認
３．今後について
４．その他

１．講座の途中経過状況確
認
①出席状況の確認
②授業の様子（受講者の参
加率が高く、熱心な様子。グ
ループワークでの、他地域
との連携など）
２．教室活動の状況確認
①5月16日スタート5回終
了。
Aクラス14名、Bクラス13名。
振り返りシートの活用など）
３．今後の予定
①講座のカリキュラム、講
師などの確認
②教室運営のカリキュラ
ム、講師、報告書の確認な
ど
４．その他

１．講座の経過状況確認、
出席状況確認
①毎回31～37名と参加率
は良く、熱心である。
２．最終日に向けて、アン
ケート回収状況確認
②地域日本語教育の今後
ということで総括をする。
③修了書の発行を確認。
④アンケートは、ほぼ受講
当日に回収できている。
３．教室運営の報告
①1回完結型授業の利点。
②独自教材作成について
③振り返りシートの活用に
ついて
４．その他

１．講座アンケートのまと
め、整理
①項目ごとにまとめる。
②おかしな表現や同じ内容
など調整する。
③文章は箇条書きにし、読
みやすくする。
２．教室運営1学期のまと
め、総括
①カリキュラムと教え方の
振り返り。
②学習者の様子と出席率。
３．文化庁「日本語教育大
会」ポスターセッションにつ
いて
①準備や当日の予定など
４．その他

１．講座の経過状況確認、出席状況確認
２．最終日に向けて、アンケート回収状況確認
３．教室運営の報告
４．その他

１．講座アンケートのまとめ、整理
２．教室運営1学期のまとめ、総括
３．文化庁「日本語教育大会」ポスターセッションに
ついて
４．その他

北村　弘明
齋藤　克人
真鍋　昌子
西澤　清江
油野　英子
多田　升美
坂上　久仁子
遠藤　尚子
藤沢　明美（コー
ディネーター）



6
平成25年9月24日
12：30～15：30

3時間
聖徳大学10号
館5階教室

7
平成25年10月10日
15：30～18：30

3時間
国際友好ルー
ム（松戸ビル４
F)

8
平成25年11月27日
15：00～18：00

3時間
聖徳大学北村
研究室

１．教室運営の報告書確認
①カリキュラムの確認。
②教室活動の報告
③テキスト、振り返りシート
作成の経緯、題材の検討。
２・教材作成案について
①使用したイラストや写真、
文字カードなどの提示の仕
方の工夫。
３．その他
意見交換

北村　弘明
齋藤　克人
真鍋　昌子
西澤　清江
油野　英子
多田　升美
坂上　久仁子
遠藤　尚子
藤沢　明美（コー
ディネーター）

１．教室運営の取り組みと
今後の取り組み
①2学期のカリキュラムの確
認。
②10名の参加者があった。
③テキスト、振り返りシート
の見直し。
④今後の取り組みについ
て。
２．教材作成について
①取組の名称：Can-do型授
業を導き、その効果を確認
する教材の作成
②取組の目標、内容の確
認。
③カリキュラム案などの活
用について
３．文化庁「日本語教育大
会」ポスターセッション報告
①平成24年度採択プログラ
ムについて紹介をした。
４．文化庁より実地調査に
ついて
①教室見学の後、意見交換
５．その他
①質問や意見交換

１．教室運営の指導法、効
果について
①カリキュラムの確認。
②場面で使える会話として
機能しているかの振り返り。
③学習者へ資料として本時
に行う内容の配布を試み
た。
２．教材作成の状況確認
①これまでの文化庁委託事
業教材班活動の振り返り
②今後の教材班の取り組み
について
３．その他
質問や意見交換

北村　弘明
齋藤　克人
真鍋　昌子
西澤　清江
油野　英子
多田　升美
坂上　久仁子
遠藤　尚子
藤沢　明美（コー
ディネーター）

林　史典
北村　弘明
齋藤　克人
真鍋　昌子
西澤　清江
油野　英子
多田　升美
坂上　久仁子
遠藤　尚子
藤沢　明美（コー
ディネーター）

１．教室運営の取り組みと今後の取り組み
２．教材作成について
３．文化庁「日本語教育大会」ポスターセッション報
告
４．文化庁より実地調査について
５．その他

１．教室運営の指導法、効果について
２．教材作成の状況確認
３．その他

１．教室運営の報告書確認
２．教材作成案について
３．その他



9
平成25年12月17日
12：30～15：30

3時間
聖徳大学8号館
会議室8504

10
平成25年12月24日
14：30～17：30

3時間
聖徳大学北村
研究室

林   　史典
北村　弘明
齋藤　克人
真鍋　昌子
西澤　清江
油野　英子
多田　升美
坂上　久仁子
遠藤　尚子
藤沢　明美（コー
ディネーター）

１．教室運営の報告書まとめ、整理の件
２．教材作成の状況
３．その他

１．教室運営の報告書まと
め、整理の件
①学習者の反応。
②1学期と2学期について
③使用した教材、絵カード、
文字カードなどの記載方法
など
２．教材作成の状況
①教室活動の報告書をもと
に教材を作成する。
②見やすい、わかりやすい
ような教材にしていく。
３．その他

北村　弘明
齋藤　克人
真鍋　昌子
西澤　清江
油野　英子
多田　升美
坂上　久仁子
遠藤　尚子
藤沢　明美（コー
ディネーター）

１．事業全体について
２．全体総括
３．その他

１．事業全体について
①それぞれの感想。
②成果はどうであったか。
③講座、教室運営、教材作
成についての振り返りと成
果。
２．全体総括
①反省点はあるが、当初の
目標は達成できた。



５．　日本語教室の実施

（１）　　講座名称　

（２）　　目的・目標　

（３）　　対象者

（６）　　受講者の総数　　37　人　（A1クラス+A2クラス+Bクラス）

（出身・国籍別内訳）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

                    Ａ国　○人，Ｂ国　○人，不明　○人　上記の人数と一致させること。

回数 開講日時 時間数 場所 参加人数 国籍（人数） 取組のテーマ 授業概要 講師又は指導者名 補助者名

1
平成25年5月16日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

14人

ガーナ
（１人）、
サモア(１
人)、タイ
(１人)、
中国（9
人）、フィ
リピン（１
人）、ベト
ナム（１
人）

自己紹介

初対面のあいさつ方法を教える。次
に名前札を作成し，あいさつや簡単
な自己紹介の方法を教え、実践す
る。
どのような場面で、どんな内容が必
要になるかについても学ぶ。

野田隆市 大久保文子

2
平成25年5月23日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

10人

サモア(１
人)、タイ
(１人)、
中国（7
人）、フィ
リピン（１
人）、

健康・安全

病院で必要となる表現を教える。症
状が言えるなど発信の表現と同時
に、聞いてわかる表現も教える。医
者との簡単なやり取り、受付でのや
り取りなどを教え、実践する。

野田隆市 大久保文子

3
平成25年5月30日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

11人

サモア(１
人)、タイ
(１人)、
中国（7
人）、フィ
リピン（１
人）、ベト
ナム（１
人）

交通機関を
利用する

駅で必要となる表現を教える。希望
する行き先の電車は何番線のどの
ホームか、行きたい駅に停まるかな
ど駅員との会話、通行人に聞く会話
などをとり入れ、教えた後実践する。

野田隆市 大久保文子

4
平成25年6月6日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

13人

サモア(１
人)、タイ
(１人)、
中国（9
人）、フィ
リピン（１
人）、ベト
ナム（１
人）

消費活動

スーパー、衣料品店などで希望の物
を手に入れるための表現を教える。
その次にレアリアなどを使い実践す
る。

野田隆市 大久保文子

ガーナ(1人)、カンボジア(1人)、サモア(2人)、スペイン(1人)、タイ(4人)、台湾(2人）、中国(20人)、フィ
リピン(1人)、ベトナム(3人）、ペルー(1人)、マレーシア(1人)

（７）　 日本語教室の具体的内容　（※以下の表中で、回数1～10はA1クラス、11～20はA2クラス、21～30はBクラス）

（４）　　開催時間数（回数）　　　60　　時間　　　（全　30　　回）

（５）　　使用した教材・リソース

生活行動を実現するための日本語教室　～Can-do型授業活動の具体的展開方法を見出す～

① 構文の形式的な学習に偏重せず、在住外国人の生活行動を支える会話表現を指導する。②
単に会話文の意味表現を学習するのではなく、その表現で何が出来るようになったか、　その成果
を確認させる。

原則として来日後、短期間しか経ていない地域在住の外国人(6ヶ月未満。国籍・年齢は問わない)
のクラスを中心とする。他にレベルの異なるクラス(来日6ヶ月～1年)も複数設定し、同時に開講す
る。

『できる日本語 初級』、自作プリント ほか　(各教師の準備する教材については、可能な限り、教材
作成事業と連動させる)



5
平成25年6月13日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

11人

タイ(１
人)、中
国（8
人）、フィ
リピン（１
人）、ベト
ナム（１
人）

誘う・断る

人を誘う時の言い方と、受ける言い
方、また不快にさせないように断ると
きの言い方を教える。いろいろな場
面を提示させ誘う実践をする。

野田隆市 大久保文子

6
平成25年6月20日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

11人

ガーナ(１
人)、タイ
(１人)、
中国（8
人）、ベト
ナム（１
人）

消費活動(飲
食店）

ファミリーレストランなどで必要とな
る表現が使えるように指導する。入
店時やオーダー時に言われる言葉
が聞いてわかるように、またその返
事の仕方や食べたいものを注文で
きるように教える。その後、入店時
からオーダーまで実践する。

野田隆市 大久保文子

7
平成25年6月27日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

8人

サモア(１
人)、中
国（5
人）、フィ
リピン（１
人）、ベト
ナム（１
人）

交番

落し物をしたことがあるか、交番を利
用したことはあるかなど話し合う。落
し物をして交番へ届けるとき、落し物
が戻るためにできるだけ的確に言え
るように教える。その後交番での場
面を想定し、実践する。

野田隆市 大久保文子

8
平成25年7月4日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

9人

タイ(１
人)、中
国（6
人）、フィ
リピン（１
人）、ベト
ナム（１
人）

消費活動(返
品、交換）

購入したい商品が見つからなかった
ことはあるか、購入した商品が気に
いらなかった場合どうしているかな
ど話し合う。スーパー、衣料品店な
どで品物の確認、返品、交換などの
表現を教える。その次にレアリアな
どを使い実践する。

野田隆市 大久保文子

9
平成25年7月11日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

10人

ガーナ(１
人)、タイ
(１人)、
中国（6
人）、フィ
リピン（１
人）、ベト
ナム（１
人）

災害に備える

災害にはどんなものがあるか話し合
う。災害時において避難場所の確認
や情報を得るために必要な表現、身
を守ることばを教え、実践する。

野田隆市 大久保文子

10
平成25年7月18日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

5人
タイ(１
人)、中
国（4人）

健康・安全

薬局で薬を買うために必要な表現
と、薬の飲み方や指示など聞いてわ
かる表現を教える。薬局場面を想定
して実践する。

野田隆市 大久保文子

11
平成25年9月19日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

7人

台湾(1
人)、タイ
(1人)、中
国(3人)、
スペイン
(1人)、ベ
トナム(1
人)

待ち合わせ

待ち合わせ時間に遅れる場合の言
い方と待ち合わせ場所がわからな
い時の聞き方を教える。次に会話の
実践をする。

油川美和 小宮山まり子



12
平成25年9月26日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

7人

タイ(1
人)、台
湾(1人)、
中国(2
人)、サモ
ア(1人)、
ベトナム
(1人)、ス
ペイン（1
人）

事件・事故

事件・事故に遭遇したとき、助けを
呼ぶとき、通報するときの表現を教
える。また事故の状況や班員の特
徴などを説明する簡単な表現を教え
たあと、通報の実践をする。

油川美和 小宮山まり子

13
平成25年10月3日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

8人

サモア(1
人)、タイ
(1人)、中
国(4人)、
台湾(1
人)、ベト
ナム(1
人)

電話で対応
する

家庭の固定電話に掛ける場合、予
約する（歯医者、レストランなど）場
合、問い合わせる場合の言い方を
教える。講師相手に実践する。

油川美和 小宮山まり子

14
平成25年10月10日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

7人

タイ(1
人)、中
国(4人)、
サモア(1
人)、ベト
ナム(1
人)

アルバイトの
面接

アルバイトの面接を受けるのに必要
な言い方を教える。面接時にされる
質問を理解する。次にそれらを使い
実践をする

油川美和 小宮山まり子

15
平成25年10月17日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

6人

サモア(1
人)、スペ
イン(1
人)、タイ
(1人)、中
国(2人)、
台湾(1
人)

料理

好きな料理や得意料理について味、
材料、作り方の順序などの言い方を
教える。それらについての質問の仕
方も教える。その後、聞き手にわか
るように説明させる。

油川美和 小宮山まり子

16
平成25年10月24日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

7人

サモア(1
人)、タイ
(1人)、中
国(3人)、
ベトナム
（1人)、
台湾（1
人）

トラブル対応

乗り物に忘れ物をしたとき、切符を
なくしたとき、電車が止まったときな
どに対応するための言い方を教え
る。言い回しの練習後、実践する。

油川美和 小宮山まり子

17
平成25年10月31日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

5人

スペイン
(1人)、タ
イ(1人)、
中国(3
人)

タクシーに乗
る

目的地までの行き方の指示の方法
を教える。また、乗車中に起こりうる
出来事はどんなものか話し合い、そ
れに対する対応表現を教える。その
後実践する。

油川美和 小宮山まり子

18
平成25年11月7日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

5人

スペイン
(1人)、タ
イ(1人)、
中国(3
人)

郵便局を利
用する

一般郵便物の発送に必要な表現、
会話を教える。また電話で再配達依
頼の言い方を教える。その後実践す
る。

油川美和 小宮山まり子



19
平成25年11月14日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

6人

サモア(1
人)、スペ
イン(1
人)、台
湾(1人)、
中国(3
人)

美容室・ク
リーニング店
を利用する

美容室、クリーニング店で自分の要
望を伝えるための言い方を教える。
学習者同士で実践する。

油川美和 小宮山まり子

20
平成25年11月21日
１３：３０～1５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

7人

サモア(1
人)、タイ
(1人)、中
国(3人)、
台湾(1
人)、スペ
イン(1人)

旅行の計画
を立てる

旅行の提案、希望、調整の言い方を
教える。また旅行代理店でのやり取
りを教える。その後旅行パンフレット
を用意し、どの旅行にするか意見を
出し合い決定し、旅行代理店に申し
こむ実践する。

油川美和 小宮山まり子

21
平成25年5月16日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

10人

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ
(1人)、タ
イ（2
人）、台
湾(1人)、
中国(5
人）、ペ
ルー（1
人）、

自己紹介
初対面で、興味を持ってもらうため
に自分のことを印象付けるための言
い方を教え、実践する。

多田升美 田中裕美

22
平成25年5月23日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

10人

タイ（1
人）、台
湾(1人)、
中国(7
人）、マ
レーシア
(1人)

健康・安全

病院で必要となる表現を教える。診
察室で症状が言えるなど発信の表
現と同時に、指示など聞いて理解で
きる表現も教える。また受付でのや
り取りなどを教える。これらを総合的
に実践する。

多田升美 田中裕美

23
平成25年5月30日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

8人

タイ（1
人）、台
湾(1人)、
中国(5
人）、マ
レーシア
(1人)

交通機関を
利用する

行ったことのない場所へ交通機関を
利用して移動する際に必要となる日
本語を学ぶ。乗り場(ホーム)やその
電車の行き先、目的地に停車する
かどうかの確認をする表現などを学
ぶ。

多田升美 田中裕美

24
平成25年6月6日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

11人

台湾(1
人)、中
国(7
人）、タイ
（1人）、
人）、ｶﾝ
ﾎﾞｼﾞｱ(1
人)、マ
レーシア
(1人)

消費活動（買
い物）

商品名はわかるがそのものがわか
らないときに説明を受けるための尋
ね方、欲しい商品の位置を尋ねる言
い方、欲しい商品がない場合に対処
する言い方を教える。また試着の申
し出から希望を伝えるまでの言い方
を教える。その後、いろいろな状況を
提示し、実践する。

多田升美 田中裕美

25
平成25年6月13日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

9人

タイ（1
人）、台
湾(1人)、
中国(6
人）、マ
レーシア
(1人)

誘う・断る
友達、上司など立場の違う相手に対
して誘う、断る言い方を教える。　相
手を限定して実践する。

多田升美 田中裕美



26
平成25年6月20日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

5人
台湾(1
人)、中
国(4人）

消費活動（飲
食店）

ファミリーレストランなどで使われる
表現を教える。入店時から注文、ま
た予期せぬトラブルにも対処できる
表現を教える。その後、実践する。

多田升美 田中裕美

27
平成25年6月27日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

10人

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ
(1人)、タ
イ（1
人）、台
湾(1人)、
中国(6
人）、マ
レーシア
(1人)

交番

なくしものをしたときの対処表現。な
くしものをした人に対してのアドバイ
スの言い方、交番へ行ってなくしたも
のの特徴を伝える言い方を教える。
併せて文法要素も理解させる。その
後、実践する。

多田升美 田中裕美

28
平成25年7月4日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

8人

タイ（1
人）、台
湾(1人)、
中国(5
人）、マ
レーシア
(1人)

消費活動（買
い物）

購入した商品のサイズがあわなかっ
た場合どうしているか、また返品や
交換などしたことがあるかなど話し
合う。スーパー、衣料品店などで品
物の確認、返品、交換などの表現を
教える。また取り寄せなどの申し出
の言い方を教える。その後、実践す
る。

多田升美 田中裕美

29
平成25年7月11日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

5人

タイ（1
人）、台
湾(1人)、
中国(3
人）、

災害に備える

災害にはどんなものがあるか話し合
う。身を守ることば、情報を得るため
の表現、避難所でのいろいろな表現
を教える。実際避難した場合を想定
して実践する。

多田升美 田中裕美

30
平成25年7月18日
１３：３０～１５：３０

2時間
松戸ビル４F
国際友好ルー
ム

8人

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ
(1人)、台
湾(1人)、
中国(5
人）、マ
レーシア
(1人)

健康・安全

薬局を利用する。適切な薬を買うた
めの言い方を教える。また、飲み方
など指示されたことばが理解できる
ように教える。その後、学習者同士
で実践する。

多田升美 田中裕美

　　　　　聖徳大学広報（HP等）／東葛地域の各市国際交流協会、教育委員会、日本語教室などに案内書郵送

　　　　　　　　　　　　　　　　（募集用のチラシ）
　

（８）　　受講者の募集方法





（９）　　特徴的な授業風景（２～３回分）









（１０）　目標の達成状況・成果
　　毎回、授業の後は指導者がミーティングを実施し、本時の反省と次回の授業計画を確認した。そこで話し合われ
た内容は、「授業記録」として、随時、運営委員会に上げたが、目標達成と成果については、以下のような点があげら
れる。

【目標達成】
　・学習者対して実施した口頭のアンケート調査からも、まずは「生活に役立つ会話内容」であった点が歓迎されたよ
うである。
　・従来の説明型・知識暗記型の学習に慣れていた学習者には、最初、戸惑いもあったようだが、日本語を通じて自
分の希望する行動が「できる」という実感が、達成感として徐々に自覚できたとの声が多かった。
　・指導者の間でも、「対話型」で授業を進めることのむずかしさを感じる場面も多かったが、次第に単なる質問者か
ら、話題を学習者と共有しながら授業を進めていけるコツをつかんだ者も多かった。
　・学習者には、会話能力には何が一番必要か、という学習目標が次第に伝わっていったと思われる。それは、学習
項目を単に暗記させて「覚え込ませる」ことに目標があるのではなく、指導者が用意したテーマを学習者たちが次第
に応用・展開させていくプロセスに見られる。

【成　果】
　・「実践的学習」という部分が学習者のニーズに合致したようで、他のボランティア教室でも、コミュニケーションとい
うことを目標にした授業活動が生まれた。
　・学習者からこの授業を受けて、生活の中での行動に広がりや円滑性を感じるようになったとの意見が聞かれるよ
うになった。
　・指導者も目の前の学習者に一個人の人間としての目を向けて指導するようになり（相手の反応を正しく見るように
なり）、従来の自分の教え方ばかりを気にする姿勢からの変化がみられるようになった。

（１１）　改善点について



　・「振り返りシート」は重要であることは認識しつつも、回を重ねるごとにその「形式」がワンパターン化していく傾向
が出て来たのは、今後の課題である。これは、何よりも本時の授業目標に対しての自覚がまだ十分確認できていな
いことの裏返しでもある。
　・Can-do型授業では、指導者の一方的な知識の説明が中心となった授業は否定され、対話型の授業が行われね
ばならないが、まだ対話という意味が十分理解できていない指導者や、本来コミュニケーションを得意としていない指
導者もおり、語学教育の難しさが人間関係の構築という点にもあることを感じさせる部分も出て来た。今後は、指導
者にコミュニケーションという問題を考えてもらう必要もある。



回数 開講日時 時間数 場所 参加人数 国籍（人数） 取組のテーマ 授業概要 講師又は指導者名 補助者名

1

平成25年5月25日
１３：３０～１６：３０ 3時間

聖徳大学10号
館５F教室

36
日本
（36）

(オリエンテー
ション)
今、直面して
いる問題点に
ついて

１．教育における「計画」と「評価」
２．Can-do-statementsとポートフォ
リオについて
３．振り返りシート

北村弘明 油川美和

2
平成25年6月1日
１３：３０～１６：３０

3時間
聖徳大学10号
館５F教室

31
日本
（31）

Can-do型授
業の発想と
　　授業展開
の実際（初級
編）

Can-doの理解について、受講生間
での共通認識を作り、その後、学習
者のレベル、学習目的、学習環境、
学習者の属性等を考えあわせた授
業プラン作成
《グループワーク》

西川寛之 関美智子

3
平成25年6月8日
１３：３０～１６：３０

3時間
聖徳大学10号
館５F教室

35
日本
（35）

地域日本語
教室が抱える
組織運営の
問題点と解決
法(1)

１．自分自身を振り返るための セル
フチェック
２．発信のための情報共有を目的と
したアンケート
３．知識を共有するための資料
《グループワーク》

吉田聖子 関美智子

4
平成25年6月15日
１３：３０～１６：３０

3時間
聖徳大学10号
館５F教室

34
日本
（34）

Can-do型授
業の発想と授
業展開の実
際（初中級
編）

１．評価と学習目標の違いを理解し
て、評価を学習に活かす
２．教材をなぞる授業と教材を活用
する授業の違い（学習項目と教室活
動）
３．Can-doを活用した教室活動をす
る
《グループワーク》

西川寛之 関美智子

（７）　 養成・研修の具体的内容

　
　　　（出身・国籍別内訳  日本　40人）

（６）　　受講者の総数　　　　　40　　　人

（５）　　使用した教材・リソース
『「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的なカリキュラム案について』
『外国語教育Ⅱ―外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ参照枠―』
『ＪＦ日本語教育スタンダード』(国際交流基金)　ほか

６．　日本語教育を行う人材の養成・研修の実施

（１）　　講座名称
Can-do型授業への推進に基づく教室運営と指導者へのアピール方法を検討する研修講座

（２）　　目的・目標
① 構文指導用の教科書に縛られることなく、在住外国人に日本語を教える目的・意義を自覚しながら、生活サバイ
バル的表現を重視した日本語会話の指導法を研修する。
② 本講座などで研修した成果をどのようにすれば、組織全体に深い理解を得ながら波及できるか、その組織運営に
も及ぶ点について現実的観点から検討する。

（３）　　対象者
地域でのボランティア日本語教育に２年以上従事している者。また、これまで日本語指導をしてきた経験を踏まえ、
外国人の生活行動を支えるCan-do重視の日本語指導法に関心のある者。

（４）　　開催時間数（回数）　　　30　　時間　　　（全　　10　回）



5
平成25年6月22日
１３：３０～１６：３０

3時間
聖徳大学10号
館５F教室

34
日本
（34）

評価結果から
読み取る指
標
～評価法の
種類と分析方
法

１．学習者が自身の日本語学習状
況を把握し、学習を継続するための
評価
２．支援者等が学習者をより適切に
支援するための評価
３．学習者の社会参加を支えるため
の評価
《グループワーク》

北村弘明 油川美和

6
平成25年6月29日
１３：３０～１６：３０

3時間
聖徳大学10号
館５F教室

35
日本
（35）

地域日本語
教室が抱える
組織運営の
問題点と解決
法(2)

１．集合体のパターン
２．組織と組織運営
活動が社会に貢献することに意義
がある。個人の集まり＝集団 と組織
の違い
３．地域日本語教室における組織運
営
《グループワーク》

吉田聖子 油川美和

7
平成25年7月6日
１３：３０～１６：３０

3時間
聖徳大学10号
館５F教室

36
日本
（36）

Can-do型授
業を目指す理
念と実際
　～これまで
の取組経緯
をめぐって

１．平素の振り返り
２．Can-do型授業で大切なこと
３．Can-do重視の教科書『できる日
本語』の実践より
参考：横浜で暮らす人のための初期
日本語教室・基本方針

嶋田和子 関美智子

8

平成25年7月13日
１３：３０～１６：３０ 3時間

聖徳大学10号
館５F教室

37
日本
（37）

『できる日本
語』はどう受
け入れられた
か？ ～その
効用と課題

１．『できる日本語』のコンセプト
２．『できる日本語』の特徴
３．楽しく漢字を学ぶには
～『漢字たまご　初中級』を使って～
《グループワーク》

嶋田和子 関美智子

9
平成25年7月20日
１３：３０～１６：３０

3時間
聖徳大学10号
館５F教室

35
日本
（35）

評価結果から
読み取る指
標～自然な
発想転換と研
修方法

１．生活上の行為に関する基準を作
成する
２．意欲、態度での変化
３．日本語によるコミュニケーション
の状況
４．複数の評価基準の選択・組合せ

北村弘明 油川美和

10
平成25年7月27日
１３：３０～１６：３０

3時間
聖徳大学10号
館５F教室

36
日本
（36）

（総括）地域
日本語教育
の今後～実
践的会話能
力の養成機
関へ

1. Can-do型授業の実施と組織運営
との関連
２．改善の方向へのヒント(キー・
ワード)
《ディスカッション》
３． Can-do型授業 その指導法　難
行から易行へ

北村弘明 油川美和



（８）　　受講者の募集方法
　　　聖徳大学広報／東葛地域の各市国際交流協会、教育委員会、日本語教室などに案内書郵送（HPによる募集
を含む）

　          　（募集用チラシ）



（９）　　特徴的な授業風景（２～３回分）









（１０）　目標の達成状況・成果

（１１）　改善点について

７．　日本語教育のための学習教材の作成

【達成状況】
　今回の講座では、従来おこなってきたCan-do型授業の要点の確認と、誤解されやすいCan-do-statements の問
題を主としてテーマにしながら、具体的な授業活動について認識してもらうことを主とした。理論や技術の概説に終わ
らず、ＡＴ（アシスタント・ティーチャ―）などの実演を通して、具体的な授業手順や、指導の際の技術、留意点なども
示したので、受講者からはわかりやすかったとの感想があった。また、上記の内容に加えて、今回は特に「日本語ボ
ランティア団体」という組織についての問題についても検討した。これは、より効果の高い指導法を目指すという方向
性を、推進するのも閉ざすのも、団体全体の意思決定に依るところが大きいという問題からの考察である。個人では
よかれと思って新しい試みに挑戦しても、組織全体からは勝手な個人プレイと見做されてしまうというような問題が、
特にどの団体においてもネックとなっていることが問題視された。このような組織の様々な問題については、今回の
講座の中だけでは当然、そのすべてが解決されたわけではないが、どこに問題が生じやすいのか、またそれに対し
てどのような考え方があるのか、ということをまずは共通認識できたことは、大きな成果であったと言える。

（４）　　構成・総ページ数
・Ａ1クラス（初級前編）、1回2時間で10回分
・A2クラス（初級後編）、1回2時間で10回分
・Ｂクラス（上級）、1回2時間で10回分
・総ページ数　293ページ

（１）　　教材名称
Can-do型授業を導き、その効果を確認する教材の作成

【受講者の反応】（毎回、講座の記録者が客観的視点から状況を記録し、後で運営委員会で内容を吟味・整理した）
・受講者がそれぞれに頷いたりしていた。高い関心を持って、聴講しているのがよくわかった。
・Canｰdoについて、すでに知っている受講者と知らない受講者が混在しているが、いずれも集中して講義を聞いてい
た。
・グループワークでは、活発な話し合いがされていた。
・グループワークでは、積極的に身近な問題点を発見し真剣に話し合っていた。
・講師は軽い質問をして受講者の反応・理解度を見ながら、わかり易い授業を展開していた。Can-do型授業につい
て初めて知る人も相当数いたようだ。
・デモンストレーションでは、ＡＴ（アシスタント・ティーチャ―）の実技をわが身に置き換え、講師の模範授業の素晴ら
しさに感心していた。
・講師の活動への取り組み方に、受講者は啓蒙されたようだった。語学指導ではアウトプットとインプットの両方が必
要であることが特に理解されていたようだった。
・始まりと終わりの講師の話（ボランティア団体の中での人間関係の難しさ、大切さ）に　受講者の思いが代弁されて
いた。ほとんどの受講者が大きく頷いていた。
・模擬授業で受講者の関心は最高潮に達した。前回に比べ、内容は格段に洗練されていた。それでもテレビのクイ
ズ番組さながらの講師のNGボタンの音に、受講者一同、ＡＴ（アシスタント・ティーチャ―）を我が身に置き換え、沸き
立っていた。学習者役の受講者も好演だった。
・今回の授業は、受講者自身の活動に直接かかわる内容だったので、授業を通して自己分析、団体の　ありようや
関わり方など振り返りの良い機会となった。グル―プワークが多かったことも好評だった。

・授業の途中で、「そもそも『Canｰdo』ってどういう意味ですか。」と質問した受講者がいた。講座の回を重ねるごと
に、かなり進んだ知識を持っている受講者もいれば、「Canｰdo」という言葉を初めて聞くというレベルの受講者もい
る。こうしたレベルの混在状況にどう対処していくかが今後の課題の一つと思われる。
・模擬授業について、よくあることだが、日本人が外国人学習者の役をするのは、日頃、外国人学習者を観察してい
るはずであっても難しいようである。外国人がしない間違いをしてみせたり、外国人ができないことを簡単にやってし
まうということでは、模擬授業とは言っても実際の授業状況の再現とはならない。実際の外国人に参加してもらうなど
の工夫もあってよいかも知れない。
・講師がタスクを与えてのグループワークでは、しばしばその結果に対する講評や討論の時間が足りなくなる場面も
あった。今後は時間配分や、タスクの内容などを考慮する必要も感じる。

（２）　　対象
原則として来日後、短期間しか経ていない地域在住の外国人(6ヶ月未満。国籍・年齢は問わない)のクラスを中心と
し、他にレベルの異なるクラス(来日6ヶ月～1年)も複数対象とする。

（３）　　目的・目標
「Can-do型授業の本時のポイントと授業活動の流れを明示する教材を作成する」とし、且つ「授業の終わりに、本時
で行った学習の要点とその成果を自己評価できる振り返りシートを作成する。」こととする。また「学習者の振り返り
シートを吟味することによって、教師も間接的に評価されるような様式を工夫」についても目標の一つとする。



【概要】
回数 開講日時 時間数 場所

1
平成25年9月24日
15：30～18：30

3時間
聖徳大学10号
館5階教室

2
平成25年10月23日
15：30～18：30

3時間
聖徳大学北村
研究室

（５）　　教材作成会議の開催について

テーマ設定

A1クラス・Bクラスともテーマは共通
第１回　自己紹介
第２回　病院
第３回　駅
第４回　買い物１
第５回　誘う・断る
第６回　飲食店
第７回　交番
第８回　買い物２
第９回　災害
第10回　薬局

A2クラス
第１回　待ち合わせ
第２回　事故
第３回　電話
第４回  面接
第５回  料理
第６回  電車
第７回  タクシー
第８回　郵便局
第９回  美容室・クリーニング店
第10回  旅行代理店

北村弘明／真鍋
昌子／西澤清江
／小宮山まり子
／中内薫／油川

美和
藤沢明美

１．教材の具体的な検討
①提示スキットの話者表記
について。
②場面の会話が引き出せる
ようなイラストとは。
２．文字表記に関するルー
ルの共有
３．形式についての情報共
有
①教材の作成チェック

１．教材の具体的な検討
２．文字表記に関するルールの共有
３．形式についての情報共有

出席者 議題 検討内容

北村弘明／真鍋
昌子／西澤清江
／小宮山まり子
／中内薫／油川

美和
藤沢明美

１．教材班メンバーの紹介
２．これまでの文化庁委託事業教材班活動の振り
返り
３．今後の教材班の取り組みについて
４．今後の教材作成会議の日程について

１．教材作成班メンバーの
紹介
２．これまでの文化庁委託
事業教材班活動の振り返り
①昨年度作成テキストの反
省点、問題点など
３．今後の教材班の取り組
みについて
①取り組みの名称、目的の
確認
４．今後の教材作成会議の
日程について
①日程確認



3
平成25年11月26日
15：00～18：00

3時間
聖徳大学北村
研究室

4
平成25年12月3日
15：00～18：00

3時間
聖徳大学北村
研究室

5
平成25年12月17日
15：30～18：30

3時間
聖徳大学8号館

会議室8504

　
Can-do型授業を円滑に導くため、以下のような用い方を基準とする。

①場面提示……主として活動場面の全体、場所を限定した「写真・図」を掲示
②スキット1……指導者と補助者でスキットを演じ、「会話パネル」を掲示
③練　習1……「会話パネル」を掲示
④練　習2……「会話パネル」を掲示
⑤単語の意味と発音……①の場面でおこなってもよい
　　　　　　　　　　　　　　　　「絵パネル」「文字カード」の掲示
⑥応用練習……ロールプレイをおこなう
　　　　　　　　　　　「役割・発話内容を指示したロールプレイカード」「補助具」
⑦発展練習……本時のテーマに関連した発展練習
　　　　　　　　　　　教師が予想して用意した「絵パネル/レアリア/補助具」など

授業の終わりに「振り返りシート」での評価を実施

北村弘明／真鍋
昌子／西澤清江
／小宮山まり子
／中内薫／油川

美和
藤沢明美

１．作成中の教材の配布と改善への検討
２．教材作成上における表記の確認
３．次回教材作成会議について

１．作成中の教材の配布と
改善への検討
①担当者作成教材の検討
２．教材作成上における表
記の確認
①表記や言葉の統一
３．次回教材作成会議につ
いて
①作成状況を確認のうえ、
日程調整

（６）　　使い方

１．作成中の教材の配布と
改善への検討
①完成をめざし、細部の調
整。
２．最終版に向けての調整
について
①配置について調整。
３．文型機能型文例集作成
について
①目的について
４．提出締め切りについて

北村弘明／真鍋
昌子／西澤清江
／小宮山まり子
／中内薫／油川

美和
藤沢明美

１．作成中の教材の配布と改善への検討
２．最終版に向けての調整について
３．文型機能型文例集作成について
４．提出締め切りについて

北村弘明／真鍋
昌子／西澤清江
／小宮山まり子
／中内薫／油川

美和
藤沢明美

１．作成中の教材の配布と改善への検討
２．文型と教具・教材について
３．振り返りシートの作成について

１．作成中の教材の配布と
改善への検討
①教材の検討
２．文型と教具・教材につい
て
①機能、性質、目的などか
ら分析
３．振り返りシートの作成に
ついて
①振り返りシートの検討



（７）　　具体的な活用例

















　 今回の事業では、特に教員養成講座で、他市、他団体の受講者が互いに知り合えてよかったとの感想が殊更多
かった。それは、テーマに「組織論」を掲げたことも一因であろうが、加えて、今日ではどの組織でも先の「標準的なカ
リキュラム案」をどう活用していくか、ということが課題となっているからである。他の組織がどのような取り組み方をし
ているか、との情報が今ほど求められているときはない。
　ディスカッションやワークショップでの触れ合いは、ともすれば一組織内で生み出される閉塞感を、幾分かでも解放
させたのではないかと思われる。今後も、多くの組織の連携、情報交換等の促進を進めていくためにも、こうした事業
の寄与が大きな力になることと期待される。

　今でも　「標準的なカリキュラム案」は使えない、とか、難しくてわからない、とかいう声も多く聞かれる。しかし、ボラ
ンティア日本語教室などでの日本語指導の目的が本来どこにあったのか、という根本的自省を促すという点で、大き
な契機となったことには間違いない。日本語指導がいつの間にか日本語学習塾のような様相を帯び、指導者の方で
も「お勉強を教えてあげているという立場」に慣れてしまって、その本来の大きな目的が「生活支援」にあったことを忘
れかけている面もあった。
　しかし、現実では「標準的なカリキュラム案」で示された日本語を使っての種々の目標を、具体的に展開する日本
語会話例に思い当たることは、かなり難解だと考えられているところが大きいことは事実である。
　　「カリキュラム案」に示された理念や授業展開を、地域の実情などから具体的に構築していくという作業は、ボラン
ティア日本語教師には、相当重荷に感じられているようである。しかし、外国人の生活行動の種類や分類などは、日
本語指導の基礎となるもので、行動を可能とする標準的な日本語表現を想起させていくという手法を出来るだけ円
滑に行える手法を研鑽できるような工夫が求められている。

　今回、３つの取組を通じてCan-do型授業（希望する生活行動が  “できる” ようにする授業）が「生活者としての外
国人」という観点からは、まさに中心となるべき理念であると確認されたが、一方でまだこうした授業を円滑に運ぶた
めの教科書・教材がほとんどないという現状が、ボランティアの指導者たちの活動を停滞させている面があると強く
感じた。
　また、こうした新しい取組に挑戦しようとする活動を、「組織の統一」という暗黙の力が妨げてしまうという問題が最
後まで残ることが、特に教員養成講座で多く指摘された。組織全体で、向上を求める方途が、意外に難題である点
は、今後の大きな課題である。一つの団体・組織で問題を抱え込むのではなく、今後は各団体・組織がより情報を共
有し合えるネットワークを形成し、より広がりを持った視野から問題を眺望できる体制を作っていくことが肝要であると
思われる。

８．　事業に対する評価について

（２）　目標の達成状況・事業の成果

（３）　標準的なカリキュラム案の地域での活用について

（４）　地域の関係者との連携による効果，成果　等

（５）　改善点，今後の課題について

（１）　事業の目的
　　① 外国人の生活行動の支援となるCan-do型授業の具体的な展開の仕方を研修する。
　　② 日本語ボランティア組織に、“生活支援となり得る日本語指導”という観点が無理なく受け入れられる施策を検
討する。

　・従来から進めてきたCan-do型授業のあり方をより具体的に認識できるようになったという声が、日本語教室の指
導者や、教員養成講座の受講者から聞かれたのは、大きな目標達成の一つである。日本語教室の学習者からも、
Can-do型授業を歓迎する者が次第に増加している。
　・ボランティア日本語教室での組織の問題を取り上げたが、その根本的な問題については、異なる地域、異なる団
体間で、ある一定の共有認識が出来た。その具体的な解決策こそ、簡単には見出せなかったが、組織論について重
要な問題を検討できたことは大きな成果だったと思われる。
　・指導者が「対話型」で授業を進めることの効用は理解されたが、最初は単なるインタビュアーになってしまうことが
多かった。次第に、一方的な質問者から、話題を学習者と共有しながら授業を進めていけるコツをつかめるように
なった者が増えたのは一つの成果であった。
　・指導者も目の前の学習者に一個人の人間としての目を向けて指導するようになり（相手の反応を正しく見るように
なり）、従来の自分の教え方ばかりを気にする姿勢からの変化がみられるようになった。
　現在、千葉県東葛地区を中心とした日本語ボランティア教室の多くが、従来のただ単に構文指導用教科書を最初
から順番にたどっていくことに終始しがちだった指導法を何とかしたいという認識を持ちつつある。まさに「教科書を
教える」指導になっていた指導から、外国人の生活支援となる日本語力にシフトしなければならない、という声は大き
くなりつつある。しかし、一方でそのこととは別に、会話力とは「文法と単語をきっちり覚えれば自然と身につくはず
だ」という理念の信奉者も多い。自分たちの指導法はけっして間違ってはいない、という思い込み型の指導者も実際
にはかなり多いのである。
　こうした中で、実際に学習者の日本語レベルをチェックすると、「教科書の進度」＝「日本語能力の育成」には必ずし
もなってはいないことが多く、また、ボランティア主導型の授業が、学習者が望んでいる授業に柔軟に応えられていな
いという弊害も起こっているのは事実である。

（８）　　成果物の添付
　　別添



　【日本語教室】のアンケート（学習者の声を指導者が口述筆記したもの）
 ・毎回、先生がいろいろな工夫をして教えてくれるのでおもしろかった。
 ・先生の準備が大変だと思ったが、私たちは楽しく学べた。
 ・生活ですぐに役に立つというテーマがよかった。
 ・私たちが「言いたいこと」について教えてくれた。
 ・質問にはいつも丁寧に答えてくれた。
 ・ときどき私の質問と違う答えもあった。
 ・毎回、教室に来るのが楽しみだった。
 ・先生によって教え方がかなり違うと感じることもあった。
 ・楽しく学べました。ありがとうございました。
 ・最初は勉強のやり方がよくわからなかったが、だんだんわかるようになった。
 ・授業の終わりにやる「振り返りシート」がよかった。
 ・「振り返りシート」はむずかしかった。
 ・今日のまとめができるので、「振り返りシート」は大切だと思う。
 ・「振り返りシート」をする時、先生の質問がよくわからないことがあった。
 ・ときどき、今日のテーマから変わってしまうこともあった。
 ・みんなでいっしょにやったコミュニケーション・ゲームがおもしろかった。
 ・「使える日本語」という意味がわかった。
 ・たくさん質問する人がいて、時間がとられた。
 ・私の生活に役に立たないと思う会話もあった。
 ・先生が話をよく聞いてくれるので、感謝している。
 ・先生はいつも楽しそうに教えてくれたのでよかった。

【教員養成講座】のアンケート（毎時、受講生に課すレポート記述によるもの）
<授業中，特に印象に残った点>
・Can-do型授業の運用に当っては、対話型授業が必要であり、その部分で教師の能力が強く要求されると思う
・グループディスカッションでCan-do型授業をされた方の話では市販のテキストは使わず、手作りのテキストを用
いたとのこと。そうだとすると、授業の継続に不安を覚える
・研修講座に参加していないメンバーにCan-do型授業について説明することは困難も知れない。但し、個人的に
はできるだけ早く取り組んでみたい（松戸の教室に見学に行くことにしたい）
・Cann-do型授業に慣れる必要を感じた（予習、補助物品など）
・組織を個人の方向性に持っていくのは時間とエネルギーが必要。場合によってはきわめて困難。自分の存在位
置はどこにあるか考えてみる
・ディスカッションできたことはありがたかった
・対話型授業であっても教科書が大事だということ
・学習者が中心なのだから、学習者にイメージしてもらうことの大切さに気付いた
・Can-do型授業にたいへん興味があり、実践した。私がタクシードライバーになり地図を見せて会話、学習者がた
いへん乗ってきて楽しい授業ができた
・組織ではできないが、個人レベルではできることがわかり、これからもCan-doを入れながら授業をしていきたいと
思っている
・Can-do型授業の実演が印象に残った
・今回の10回の講座でCan-do型授業の実像が少しずつ理解できたと思う
・外国人が参加する対話型授業を心がけること（教師がしゃべりすぎない）
・楽しい会話が良い在り方
・意味のわからない会話については教師は補助的手段を用意し、考えながら情報を外国人と共有することが大切
・場面設定に戻ることが大切。道すじをそれない。
・Can-do型授業の「場面シラバス」の中には「機能シラバス」やコミュニケーションも入っているのではと思った
・Can-do型授業で勉強した学習者が自立学習へ進んでいけるようにするのは大変だと思いました
・組織の改革、変革は個人の考えがあるので勉強した通りに行なえるかとても不安です
・Can-do型授業に転換する時期を迎えながら、改善の方向へ進まないのはそれなりの原因や問題点があるという
ことが分かってきたが、それをどうすればいいかが大きな課題である
・現状のあるがままの姿を客観的に正しく判断することが大事
・日本語ボランティアは単なるサービス業ではなく人助けである
・Can-do型授業の実践を見せてもらい、ためになった
・授業の進め方の手順がわかったこと
　①「今の場面はこれ（ここ）です」と提示し、②対話型おしゃべり（３分）をしながら学習者のモチベーションをあげて
今日のテーマへ導いていく。これがコミュニケーションの訓練にもなっていること
・対話型授業で気をつけること
　①教師がしゃべりすぎないこと　②教師がインタビュアーであってはいけないこと　③教師は補助手段を工夫しな
がら学習者にわかるようにしていくこと

（６）　その他参考資料



・Can-do型授業の実施と組織運営との関連の必要性が理解できました
・ロールプレイを通しての先生のアドバイス
・対話型授業の重要性（２原則）
・評価について（あるがままの正しい評価、客観的に）
・ロールプレイの実習で場面設定→発話の進め方が参考になりました
・対話型の模擬授業は参考になった
・どのように実践していくのか今一度Can-doのやり方を学ぶ必要有り
・従来のものとの切り替えをどうするか問題
・Can-do型授業についてのニーズの拾い出しのむずかしさ、複数受講者のとき共通テーマを取り上げる難しさ
・コミュニケーション、対話型授業をするときに、補助手段を上手に制限することが大切
・評価は客観的に計ることができる
・外国人のニーズは変わる→こまめにニーズチェック！
・“聞き上手”は“話し上手”→聞いた言葉を共有できるかどうかがポイント
・学習者と話題、概念を共有しながら授業をする→コミュニケーション
・Can-do型授業の模擬授業はたいへん参考になりました
・Can-do型授業の楽しさが伝わりました
・Can-do型授業を全面的に実施するのは困難だが、対話型を意識してやっていこうと思います
・教え方が上手な人はコミュニケーション能力が高い。コミュニケーション能力が高い人は「聞き上手」であり「話し
上手」である。聞き上手には聞いたことに対する返答も含む
自分の教え方もティーチングトークになっているのではないかと反省させられた
・ニーズ調査は１回ではなく（学習者のニーズがどんどん変化していくので）何度もすること
・評価とは現状のあるがままの姿を正しく判断すること
・教師はしゃべりすぎない、インタビュアーにならない
・個人的にcan-do、対話型授業の原型はブラックパンサーの授業、その亜流としてのセサミストリート番組がヒント
かなと思っていたが、それを超える最前例に出会えなかった

・言語学用語の日本語化：英語学の影響が強いので翻訳しても不自然なことが多い。英語でそのまま覚えるのが
良い
・場面によって言葉遣いを使い分ける能力
・実践的な言い方（Can-doが有効）
・文法知識型→実践的運用型
・現状をあるがままに判断する（客観的で正しく）→評価
・場面設定とシナリオ：対話型授業、教師がじゃべりすぎない
・学習者のニーズを授業の中で確認する
・場面を学習者と共通し、モチベーションを持たせる、高めることが重要
・このためには学習者に話させることが大切（対話）
・組織としてCan-do型授業を目指していくためのヒントを得ることができて良かったです
・場面設定→自然に中心テーマに（学習者とともに、意識させずに）導いていくのが難しそうです
・テーマの設定は嶋田先生の一覧表を参考にさせていただきます
・受講者からの質問に対する解説がよかった
・Can-do型授業の模擬（大変興味深かった）
・グループディスカッションで他市の方の意見が聞けて良かった
・他市の方の意見は自分の市を考えるのにとても良いと思った
・評価は「正しく客観的な判断」という定義
・ディスカッションの時、いろいろ困っている例が出てきて、わたしも、そうそうとネガティブな安心をしてしまった
・改善点を出し合うところまでなかなか行かない
・授業の中でもニーズ調査をすること。どんな手段（母語）を使ってでも聞くようにする
・日本語の語彙は乏しくても相手は大人であることを忘れない
・母語によるコミュニケーション能力が高い人は多言語においても能力が高い
・教師はしゃべりすぎず、学習者とある話題を共有し、楽しい対話の積み重ねによって授業を進めていくこと
・心と心がつながってこそ、本当の意味のコミュニケーションが成り立つ
・Can-do型授業においては、場面提示から会話の実践に自然に流れるように工夫しなければならない
・組織論についてはピンと来ない部分が多かったが、Can-do型授業展開については具体的な例が示され、参考に
なる部分が多かった
・「Can-do型授業と組織運営との関連」については、私たちがやるべきこと、学んだことが完結、明解に説明され
た。実践現場にて利用させていただく
・知識を与えれば言語能力が高まるわけではない
・学習者と情報を共有していく授業が大切なこと
・対話型授業のイメージを具体的に学ぶことができた
・授業全体がコミュニケーション活動である。そういえる指導、授業の進行を考える
・評価しながらの授業が重要
・地域日本語教室だからこそ、実践的運用能力の育成を目指すこと
・最近の組織レベルの問題点についてのディスカッションもとても良かった。自分の振り返りにもなったし、他市の
様子も分かって良かった
・対話から本時の話題に誘導する。学習者と会話のモチベーションを共有し、ともに授業を作り上げていく
・心と心がつながるコミュニケーション
・地域日本語教育の目的こそ実践的運用能力の育成にあるべき

・説明型の授業から運用型授業へ転換していく時期に来ている
・学習者と対話しながら授業を進めていく
・指導者がしゃべりすぎず学習者の発話をうながす
・Can-do型授業のポイント２つがわかり、少し手がかりがつかめました
・実際にCan-do型授業ができるまでには相当時間がかかりそうですが、少しでも今の授業に取り入れたいと思い
ます
・自分にどれだけのことができるかわかりませんが、今活動している公民館でもCan-do型の授業に移行していけ
るように話し合っていきたいと思います
・コミュニケーション能力が高い人は、相手が気持ちよく話せるように仕向けられること。聞き上手は話し上手
・学習者を子供扱いしない
・「マス形」のみ使っているとティーチャーズトークになってしまいがち
・自分の発言の仕方で常に意識しながら話すことが必要
・好き嫌いでなく客観的に現状のあるがままの姿を正しく判断することが評価である
・学習者が参加しやすくするために楽しい対話型で進めること、教師がインタビュアーにならずベラベラしゃべりす
ぎない。学習者にわからせるために補助手段を使って話すと良い
・今回の研修で「対話」「リアクション」のイメージが改善された
・自分が行っていることよりはもっと細やかで実質的なことだと思った
・実践的な運用能力の育成
・対話型から目的の場所へ誘導していく、そして目的を達成することができる→Can-do
・対話型－外国人と一緒に作り上げていく



・言語学用語の日本語化：英語学の影響が強いので翻訳しても不自然なことが多い。英語でそのまま覚えるのが
良い
・場面によって言葉遣いを使い分ける能力
・実践的な言い方（Can-doが有効）
・文法知識型→実践的運用型
・現状をあるがままに判断する（客観的で正しく）→評価
・場面設定とシナリオ：対話型授業、教師がじゃべりすぎない
・学習者のニーズを授業の中で確認する
・場面を学習者と共通し、モチベーションを持たせる、高めることが重要
・このためには学習者に話させることが大切（対話）
・組織としてCan-do型授業を目指していくためのヒントを得ることができて良かったです
・場面設定→自然に中心テーマに（学習者とともに、意識させずに）導いていくのが難しそうです
・テーマの設定は嶋田先生の一覧表を参考にさせていただきます
・受講者からの質問に対する解説がよかった
・Can-do型授業の模擬（大変興味深かった）
・グループディスカッションで他市の方の意見が聞けて良かった
・他市の方の意見は自分の市を考えるのにとても良いと思った
・評価は「正しく客観的な判断」という定義
・ディスカッションの時、いろいろ困っている例が出てきて、わたしも、そうそうとネガティブな安心をしてしまった
・改善点を出し合うところまでなかなか行かない
・授業の中でもニーズ調査をすること。どんな手段（母語）を使ってでも聞くようにする
・日本語の語彙は乏しくても相手は大人であることを忘れない
・母語によるコミュニケーション能力が高い人は多言語においても能力が高い
・教師はしゃべりすぎず、学習者とある話題を共有し、楽しい対話の積み重ねによって授業を進めていくこと
・心と心がつながってこそ、本当の意味のコミュニケーションが成り立つ
・Can-do型授業においては、場面提示から会話の実践に自然に流れるように工夫しなければならない
・組織論についてはピンと来ない部分が多かったが、Can-do型授業展開については具体的な例が示され、参考に
なる部分が多かった
・「Can-do型授業と組織運営との関連」については、私たちがやるべきこと、学んだことが完結、明解に説明され
た。実践現場にて利用させていただく
・知識を与えれば言語能力が高まるわけではない
・学習者と情報を共有していく授業が大切なこと
・対話型授業のイメージを具体的に学ぶことができた
・授業全体がコミュニケーション活動である。そういえる指導、授業の進行を考える
・評価しながらの授業が重要
・地域日本語教室だからこそ、実践的運用能力の育成を目指すこと
・最近の組織レベルの問題点についてのディスカッションもとても良かった。自分の振り返りにもなったし、他市の
様子も分かって良かった
・対話から本時の話題に誘導する。学習者と会話のモチベーションを共有し、ともに授業を作り上げていく
・心と心がつながるコミュニケーション
・地域日本語教育の目的こそ実践的運用能力の育成にあるべき

・対話型授業：現実の場面を提示して楽しい対話（反応を入れて）をしながら、そのテーマに誘導していく（その際補
助手段が必要）
・組織運営に関してのテーマは大いに参考になった（いつか、もう少しつっこんだ議論をしてみたい）
・聞き上手は話し上手ということ。ただし、ただ聞いているだけではなく言葉のキャッチボールができるということ
・知識を増やすことがボランティアの目的ではないことをしっかり自覚すること（知識だけを与えても運用能力はつ
かない）
・授業の導入場面ではできるだけ話題をふくらませて本時の動機付けを計ることが大切。そのときジェスチャーな
ども入れ表情豊かに行うこと→学習者が楽しんで学習する気になる
・難行から易業へ。学習者と対話をしていく授業
・地域日本語教育の目的は、実践的運用能力の育成
・評価＝点数をつけること、ではない
・学習者は授業中のコミュニケーションからも学んでいる
・Can-do型授業をどのように展開するかを知りたいボランティアは多い。模擬授業を見学できる機会をもっと増や
す必要有り
・対話で進めていくということ
・ボランティアが聞いて応える形になりがちである
・改善の方向へのヒントは個人レベル、組織レベルの両方で良い振り返りになった
・導入時のイメージを学習者と共有しながらの対話の重要性を再認識した
・難行からの脱却、賛成です
・組織論について学べたことが本当に良かったです



 ● 受講者男女比　　　男性１３名　　女性２７名


